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2018年４月 13日 

各  位 

会 社 名 株式会社ソフィアホールディングス 

代 表 者 名 代 表 取 締 役  新 村  直 樹 

     （ コ ー ド 番号  6 9 4 2  ジ ャ ス ダ ッ ク ） 

問い合わせ先 取 締 役 C F O 巣 山  貴 裕 

（ TEL : 03-6758-0455 ） 

 

当社連結子会社による株式取得（孫会社化）に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、当社の連結子会社であるルナ調剤株式会社（以下、

「ルナ調剤」という。）が、有限会社ビーライク(以下、「ビーライク」という。)の発行済み株式全部を

取得し、子会社化することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

1. 株式取得の理由 

当社は 2018年３月 28日付「子会社における新規事業の開始及び健康医療介護情報サ

ービス事業子会社再編等に関するお知らせ」において、連結子会社であるルナ調剤におい

てM&Aによる調剤薬局事業への参入を表明しました。ビーライクの発行済み株式のすべて

を取得することにより調剤薬局事業への参入を果したことから、これからも M&Aを積極的に

活用し当該事業を拡大して参ります。 

 

2. 株式取得を実施する当社子会社の概要 

（１） 商 号 ルナ調剤株式会社 

（２） 所 在 地 東京都新宿区下宮比町２番 26号 

（３） 代 表 者 代表取締役 萩原 光朗 

（４） 事 業 内 容 調剤薬局の運営等 

（５） 設 立 年 月 日 2003年 11月７日 

（６） 資 本 金 99百万円 

（７） 株 主 株式会社ソフィアホールディングス 100％ 

 

3. 異動する孫会社の概要 

（１） 商 号 有限会社ビーライク 

（２） 所 在 地 神奈川県川崎市中原区木月伊勢町４番 16－101号 

（３） 代 表 者 代表取締役 米川 仁章 

（４） 事 業 内 容 調剤薬局事業 
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（５） 設 立 年 月 日 1999年９月 22日 

（６） 資 本 金 ３百万円 

（７） 株 主 米川仁章 50％ 

米川三奈美 50％ 

（８） 上場会社と当該

会社 との関係 

資 本 関 係 当該事項はありません。 

人 的 関 係 当該事項はありません。 

取 引 関 係 当該事項はありません。 

（９） 当 該 会 社 の 最 近 の ３ 年 間 の 経 営 成 績 及 び 財 政 状 況                      

（単位：千円） 

 決算期 2015年９月期 2016年９月期 2017年９月期 

純 資 産 ▲1,996 ▲1,646 1,581 

総 資 産 93,755 98,433 98,183 

1 株 当 た り 純 資産 ▲33 ▲27 26 

売 上 高 315,065 356,418 349,219 

営業利益又は営業損

失 （ ▲ ） 

▲1,309 468 3,152 

経常利益又は経常損

失 （ ▲ ） 

▲1,892 236 3,144 

当期純利益又は当期

純 損 失 （ ▲ ） 

▲1,732 349 3,227 

1 株当たり当期純利益

又は 1 株当たり当期純

損 失 （ ▲ ） 

▲28 5 53 

1 株 当 た り 配 当金 ‐ ‐ ‐ 

 

4. 株式取得の相手先の概要 

（１） 氏 名 米川仁章 

米川三奈美 

（２） 住 所 神奈川県横浜市 

（３） 上場会社との当該会

社 と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 当該事項はありません。 

人 的 関 係 当該事項はありません。 

取 引 関 係 当該事項はありません。 

 

5. 取得株式数、取得価額及び株式取得前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数 0株 
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（議決権の数：0個） 

（議決権所有割合 0.0％） 

（２） 取 得 株 式 総 数 60株 

（議決権の数：60個） 

（３） 取 得 価 額 有限会社ビーライクの普通株式 102百万円 

アドバイザリー費用等（概算額）  20百万円 

合計（概算額）             122百万円 

（４） 異動後の所有株式数 60株 

（議決権の数： 60個） 

（議決権所有割合： 100.0％） 

 

6. 日程 

取 締 役 会 決 議 2018年４月 13日 

株 式 譲 渡 契 約 締 結 2018年４月 13日 

株 式 譲 渡 実 行 日 2018年５月１日（予定） 

 

7. 今後の見通し 

当社の連結業績に与える影響は現在精査中ですが、調剤薬局事業への参入は、E-BOND

グループのノウハウを最大限に活用可能な環境が整うことから、将来に渡ってビーライクの

企業価値の向上が図れると考えております。なお、業績に重大な影響を与えることが明らか

になった場合には、速やかに開示にてお知らせいたします。 

 

以上 

 


